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Ｑ．ところで、Ｆ－ＳＰＡＮで問題となっていた、各人の情報把握のことですが、実際どのようにやっていくべきかについて（異動状況、情報の把握）
Ａ．どうやって情報をとらえるかという前に、それに関連して現在は、各人が情報を得て、登録する際に登録する判断基準にバラツキがある。
たとえばある人は役職のない担当者でも重要と考えて登録しているが、ある人は課長以上でないと登録していない。登録のレベルがまちまちとなっている。
ニュースレターの送付先の登録も同様で、不揃いである。
これは揃えるべきで、統一的な判断基準をつくるべきである。
Ｑ．たしかにいまは基準がない、しかし守れるだろうか？
Ａ．判断基準がないことが一番問題。決まりがないのでまずそれをつくれば十分いけると思う。
Ａ．ところで、本来の情報把握のことだが（異動状況をつかむこと）（続き）
当初は接触があってもそのうち途切れるからだが、一つのアイデアだが、往復はがきを定期的に出して返信をもらって確認する仕掛けをつくるなど積極的な方策が必要と思う。
・もう一つは、新聞の人事情報は完全にマークしたい。
これは須山さんの仕事だが、しっかりやってもらわなければ！
・また各人も、新聞の異動情報を見ても、須山さんに確認する程度のことはしなければいけないと思う。
これは精神論でなく、ルールということで徹底させたい。
Ｑ．ところで、以前から「企業別担当制度」ということが上がっていますが、この新聞情報のウオッチもそれにつながっていると考えてよいか。
Ａ．「企業別～」はそれだけでなく、別の点を指しているものだ。
新聞情報のウオッチは、全員が日ごろから心がけていくことだと思う。
Ｑ．それでは、「企業別～」の本来の内容はどのように考えたらよいのか、現状でも十分にできないことが、これならできそうか。
Ａ．精神論、あるべき論としては、誰も異存がないこと。
当初は１人でしか接触していないので、初期登録は問題ない。
しかし、そのうち複数グループが同一マネジャに接触することになる。
ＰＧの仕事が終わって、ＣＧのコンタクトが始まるという具合に…。
だから企業別担当といっても固定的にならずに、弾力的に担当を変えていく運用の仕組みが必要。
Ｑ．弾力的に運用するためにはどのような考え方、仕組みがいるだろうか。
Ａ．やはり担当が、当社の仕事の実態に応じて変わっていくことだろう。あるサイクルを決めて見直すとか…例えば、３か月、６か月ぐらいか
Ｑ．それでは、一般的に年賀、暑中の出状の前ぐらいになるかと思う。
Ａ．その程度だろう。欲張ってもだめで、そのぐらいの節目で見直すぐらいだろう。
Ｑ．「企業別～」の担当が、やはりあるＧや、ある人にかたよることになると思うが。
Ａ．それは仕方がないことで、付き合いの多いＧや人に集約するのは当然。
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